
ニュートン算についての考え方 【※SAMPLE 】        …＠SOS受験スクール  

ニュートン算とは「増える」と「減る」が同時に進行しながら最後は空になったりいっぱいになったり…という

ような問題なのですが、もっとわかりやすく説明しましょう。  

 

 【身近な話題で…】 

【たまるのはいつ？】・・・毎朝家を出るときに、お母さんから120円ずつもらいながら、夕方、家に帰るまで

に100円ずつ必ず使うことにします。これを10日間くり返すと、お金はいくらたまりますか・・・。  

…1日に「120円－100円」で20円ずつ増えていくことになりますね。2日なら「20円×2日」で、3日なら「20円×

3日」で、・・・・というようにふえていきますよね。だから10日間では「（120－100）円×10日間」で200円たまる

のです（超うれしーい…）。  

  【空になるのはいつ？】・・・反対に

100円ずつもらいながら120円ずつ毎日

使っていくとすれば、これは自分の財布

の中にあらかじめいくらかのお金を持っ

ていないと使えませんね（あったりまえ

…）。  

で、あなたは最初2000円財布に持って

いたとしましょう。  

この場合は、毎日「120円－100円」ずつ

「減る」ほうが「増える」よりも多くなるの

で、「ひく」には先ほどと逆順になります。

金額（…20円）はたまたま同じですが、

これをやはり10日間続けていけば、（120－100）×10日分だけ減っていってしまうことになるので、結果的に

10日後は、「2000円－（120－100）×10」円しか財布に残りません。つまり、10日後には財布の中身は1800

円になります。  

で、当然、このまま使い続けていくと、（○？）日後には財布の中身は空っぽになってしまう～うわ～たいへ

ん小遣いなくなっちゃう…と考えます。  

…ここでいったん式を考えましょう…  

つまり、2000円－（120－100）×（○）日後＝0円、のときに空っぽになります。…当然答えはもうわかりました

ね。（3か月とちょっとくらい？かな…やばい！）  

このようにして、○＝（～は？）の形で式を書き直すと、「はじめにたまっていた量」÷「（ふえ（へ）る量）－（へ

（ふえ）る量）」＝「△時間後にいっぱい・からっぽ」の式２つの組み合わせで、どんな難しいニュートン算でも

○と△と２つのわからないところを設定すればOKです。水そう図（または線分図）と①算（/△算）で簡単にわ

かってしまいます。線分図よりは水そう図のほうが生徒にとっては受け入れやすいようです・・・。  

 

 

200 円÷（120 円－100 円）＝10 日後 

たまる量は ↑ふえる量 ↓へる量 …にたまる 

 

2000 円÷（120 円－100 円）＝100 日後 

はじめの量は ↓へる量 ↑ふえる量 …に空になる 

 

ニュートン算に使う式… 

○÷（□－△）＝（？）日後に空？いっぱい？ 



さて、では実際に過去に出題された入試問題を下に2問掲載します。後の問題を自分で前の例にならって解

いてみましょう…。  

ニュートン算問題を解く方法･･･水そうの図で代用しましょう 

ここでは省略させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では次の問題をやってみよう・・・できるかな？ 

【問題】Aくんは毎月、月はじめに決められた額のお小遣いをもらっています。Aくんは先月何円かのお金を

持っていました。今月から毎月1100円ずつ使うと12ヶ月で、A君のお金が0円になります。また、毎月1200円

ずつ使うと9ヶ月でお金が0円になります。このとき次の問いに答えなさい。 

(1)毎月のお小遣いはいくらですか。 

(2)先月末に持っていたお金はいくらですか。 

(3)毎月1000円ずつ使うと、何ヶ月で持っていたお金が0円になりますか。           ©SOS受験スクール 

 

【問題】ある倉庫には、同じ製品が多数あり、常に一定の割合で製品が運び込まれています。また、

倉庫には、毎分40個の割合で製品を運び出す機械Aと毎分60個の割合で製品を運び出す機械B

が備え付けられています。朝の9時から機械Aだけを使うと 5時間で、機械AとBを同時に使うと 1

時間 40 分で、倉庫の製品は、朝 9 時にあった量の半分になります。このとき次の問いに答えなさ

い。 

(1)朝 9 時の倉庫には、何個の製品がありましたか。(18000) 

(2)朝9時から最初に機械Aだけを使って2時間、その後、機械Bだけを使って2時間30分製

品を運び出したとすると、倉庫には何個の製品が残りますか。(4200) 

【答】(1)18000個(2)4200個 

 

（①×1/2）÷(40－1)＝300 分･･・（で○の 1/2になる）･･･かけ算にして→①×1/2＝12000－300 

（①×1/2）÷(40＋60－1)＝100 分･・･（で○の 1/2 になる）→かけ算にして→①×1/2＝10000－100  

（①=(        )･･・あとで①がわかったら･･･）－（40×120 分）－（60×150 分)＝?･・･（    ）･･･(1)がわかったら 

(1)･･･これにより 200＝12000－10000＝2000 相

手を自分で割って 1＝10･･･これが製品が増え

る量です｡また 300＝3000 だから 12000－3000

＝9000でこれが（①×1/2）にあたるので､同じよ

うに①＝9000÷1/2＝18000･･･これがはじめに

たまっていた量(個数)のことです｡ 

(2)･･･①＝9000÷1/2＝18000･･･これを(      )の中にあ

てはめて計算すると(2)の答えは 4200 とわかります｡ 

12000 

300 ①×1/2 

10000 

100 ①×1/2 


